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Ⅰ．はじめに

　余暇については労働や生活と共に大切なことと捉
えられ，障害児・者にとっても生涯にわたって余暇
活動の充実が望まれている。特に，知的障害・発達
障害者の余暇活動の充実に向けた取り組みとして障
害者スポーツへの取り組みや地域行事への参加，地
域生活支援事業の一環などの「休日の行事的な余暇
活動」を支援する動きが増えている（今井，2011，
畑原他，2016）。一方，平日の帰宅後や休日に家庭
で過ごす時間における「日常的な余暇活動」はパ
ソコン，DVD，テレビの頻度が高く（細谷・大庭，
2009，武蔵・水内，2009)，選択肢の幅が限られて
いることがうかがえる。
　一言で余暇といっても様々な状況や条件があり，
それぞれの余暇の活動内容は多様であると考えられ
る。筆者は，余暇を表 1 のように状況や条件に応じ
て分類し，図 1 に示す通り具体的な選択肢を想定す
る必要があると考えている。つまり，「休日の行事
的な余暇活動」は「B：休日に・b：外出して・①：
ひとりで」や「B：休日に・b：外出して・③：友

達や仲間と一緒に」などに分けて考えられる。また
「日常的な余暇活動」は「A：平日に・a：自宅で・
①ひとりで」や「A：平日に・a：自宅で・②家族
と一緒に」など様々な状況や条件に応じた余暇のあ
り方を考える必要があり，その活動内容についても
固定した一つに限らず複数の選択肢が必要と考え
る。
　近年，余暇活動を含むソフトスキルへの注目が高
まり，梅永（2017）は，障害者の離職の原因は仕事
そのものの能力を意味するハードスキルよりも，対
人関関係能力・コミュニケーション能力・余暇活動・
職場での休憩時間の過ごし方など仕事以外の能力を
意味するソフトスキルが多いと述べている。障害者
職業総合センターによる「障害者の就業状況に関す
る調査」（2017）では「人間関係・コミュニケーショ
ンに問題を抱えている」現状や，「発達障害者の職
業生活への満足度と職場の実態に関する調査研究」

（2015）では，職場で「休憩時間に一人で休む場所
がなく，大勢と一緒で困っている」（14.7％）といっ
た結果が示されている。また，知的障害や発達障害
者においては職場での昼休み時間の不適切な過ごし
方が原因で離職につながる現状や，昼休みに話の輪
に入ることができず背中を向けて過ごす，テレビの
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音量を大きくしてしまう，休憩室にいることができ
ずにトイレで昼食をとる，うろうろと歩き回る等，
離職に至らないまでも就労先における休憩時間の環
境や人間関係に困難を抱えている問題も指摘されて
いる。
　これらの現状から，何もせずに休憩することやぼ
んやりして過ごすことを苦手とする知的障害者に

とって，仕事と仕事の合間のすきま時間を適切に過
ごすとともに，快適に，自分らしく過ごすことがで
きるようになるための余暇の過ごし方を身に付ける
ことが大切であると考える。そのためには，余暇の
重要性を理解し，早期から学校教育に意図的に取り
入れ，家庭生活や職業生活につなげていくことが喫
緊の課題である。
　「A：平日，a：自宅で，①ひとりで」気軽にでき
る余暇活動の充実は「c：職場の昼休み時間に，①
ひとりで」適切に過ごすことのできる余暇活動とな
り得る可能性も考えられる。
　知的障害特別支援学校において余暇を重視する傾
向はうかがえるが，実践研究の多くはカラオケやボ
ウリングなどどちらかといえば，「休日」の余暇活
動の充実に重点をおいた実践が多く，自宅や職場で
の休憩時間の適切な過ごし方などすきま時間の余暇
活用を志向した実践研究や報告は見当たらない。
　そこで本研究では，自宅や職場の休憩時間の適切
な過ごし方につながる余暇活動をどのように捉え，
身に付けていくことが求められるのか，また，学校
の教育活動にどのように位置付け，どのように育て
ていけばよいのかについて検討することを目的とす
る。

Ⅱ．方法

１．対象者について
　Ｚ知的障害特別支援学校　高等部生徒（3 年生，
男子）T 男 1 名

（1）対象者の余暇に関する実態について
・�学校卒業後は一般企業就労を希望している。対人

関係面での受け答えはパターン化しており，会話
が苦手である

・�休日には，友達と一緒にカラオケや，家族と一緒
に買い物に行くことを好む

・�自宅では，テレビ視聴で過ごすことが多く，料理
や洗濯なども好んで行う。「A：平日・a：自宅」
で行う余暇活動の選択肢は限られている

・�何もしないでのんびりする過ごし方は苦手であ
り，やるべきことがある方が安心できる

・�音楽を聴くことは好む。人前ではイヤホンをつけ
て聴くことはできるが，音楽に合わせて大きな声
で歌い出す

・�本を読むことは好きである。漫画を読むと大きな

表 1　状況や条件に応じた余暇の分類

図 1　状況や条件別の余暇活動の選択肢（一例）
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声を出して笑いだすこともある
・�数学が好きで，数字を使ったパズルを考えること

が好きである
　以上の実態から，「A：平日・a：自宅で」「c：職
場の昼休み」につながる余暇活動として，数字を使っ
たパズルの 1 種であるナンプレ（以下，ナンプレ）
の活用が望ましいと考えた。

（2）本人や家族にとっての余暇活動の意味
　余暇活動にナンプレを行うことが，本人とその家
族にとってどのような意味があるのかについてまと
めたものが表 2 である。具体的には，T 男にとって
その余暇活動が必要か（必要性），T 男がその余暇
活動を継続して行うことができるか（実行性），T
男がその余暇活動をどのように感じているか（好み・
価値観），また T 男の生活スタイルにあうか（ライ
フスタイル）に関するアセスメントである。ナンプ
レを余暇活動として行うことは，T 男と家族の両者
にとって，必要性や実効性があり，好みや価値観ラ
イフスタイルに合っており，「やりたい（必要性・
好み），できる（実行性・ライフスタイル）」視点か
ら，相応しい選択肢の一つであると考えられた。加
えて，ナンプレは将来的に職場の昼休みの短時間を
過ごすための余暇活動にもつながる可能性があると
考えた。

２．実践について
　ナンプレを活用した余暇活動が「学校での学習
時間→休憩時間→家庭生活→職場の昼休み」へと
繋がるための指導を実践することとした。期間は，
20XX 年 4 月～ 20XX+1 年 5 月とし，具体的には次

の Step 1 から Step 5 で行った。
（1）Step 1（20XX 年 4 月～ 5 月）
①�目標：学校生活の休憩時間において，気軽にでき

る余暇活動について知る
②指導場面：数学科，日常生活の指導
③具体的手立て：
・�日常生活の指導の時間などを利用して，ナンプレ

を含む様々なドリルを見せ，本人の関心を探る
・�ナンプレに対して関心を示す場合には，本人の理

解度に合わせてやり方を説明する
（2）Step 2（20XX 年 5 月～ 8 月）
①�目標：市販されている問題を簡単にしたナンプレ

に学校生活の休憩時間に取り組む
②指導場面：数学科，日常生活の指導
③具体的手立て：
・�ナンプレに取り組むための学習は数学科の時間に

て行う。数学科の時間において、課題終了後の 5
分間を数学的な内容を含む余暇につながる時間と
して位置付け，年間を通して実施する

・�数学科の時間から徐々に休憩時間への活用へと時
間を広げるようにする

・�楽しみながら継続して行うことができるように自
分で解くことができる簡単な問題から徐々に市販
の問題へと段階的にすすめる

（3）Step 3（20XX 年 9 月～）
①�目標：市販されているナンプレに，学校の休憩時

間や下校時のバスの待ち時間などに取り組む
②指導場面：数学科，日常生活の指導
③具体的手立て：
・�市販されている本を購入するまでは，問題を印刷

して取り組めるようにする
・�学校での活用に慣れてからバス停での活用へと活

用の場を広げるようにする
（4）Step 4（20XX 年 10 月～）
①�目標：市販されているナンプレ本を購入し，家庭

での余暇に取り入れる
②指導場面：数学科，特別活動，家庭
③具体的手立て：
・�校外学習の機会を利用して，ナンプレ本をさがし，

購入を促す
・�自分で購入することで，家庭生活にも積極的に結

び付けることにつなげる
（5）Step 5（20XX ＋ 1 年 1 月・4 月～ 5 月）
目標：市販されているナンプレ本を活用し，職場の

表 2　�本人や家族にとっての「気軽にできる余暇活
動」の意味
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休憩時間を過ごす
指導場面：就業体験，職場
具体的手立て：
・�就業体験の機会を利用して実施し，卒業後につな

げるようする
・�職場の担当者の必要性などを考慮しながら実施す

る

３．評価について
（1）20X Ｘ年４月～ 20XX+ １年３月（在学中）
　気軽にできる余暇活動に対する T 男本人の取組
の観察と記録をもとに，筆者と担任，学部内の担当
者とで評価を行う。T 男の感想の聞き取りもあわせ
て行う。家庭生活の様子については保護者からの聞
き取りをもとに家庭生活における余暇活動の充実と
定着について成果と課題を検討する。

（2）20XX+ １年４月～ 5 月（卒業後）
　T 男の感想の聞き取りを行う。保護者や職場の担
当者からの聞き取りをもとに，学校卒業後の家庭生
活や職場における余暇活動の充実と定着について成
果と課題を検討する。

Ⅲ．結果と考察

１．指導の経過と結果
　各 Step における目標の評価は表 3 に示すとおり
であった。

　具体的な T 男の様子と変容について以下に示す。
（1）Step 1（20XX 年 4 月～ 5 月）
①目標
　学校生活の休憩時間において，気軽にできる余暇
活動について知る
② T 男の様子
　休憩時間には座席にいて周りの様子を眺めて過ご
すことが多く，友だちや教師から促されると会話に
加わる程度であった。教師が示す脳トレやクロス
ワードパズル，ナンプレの問題には興味を示し，特
にナンプレの問題を見て，「むずかしそうです」「（で
も）やってみたいです」と話した。
　そこで，ナンプレのルールについての学習の機会
を設定した。縦・横・四角の枠内に 1 から 9 までの
数字を 1 つずつ入れるルールについて，図 2 に示す
視覚的ツールを用いることで，比較的短時間で理解
することができた。難しいと感じていたルールの理
解ができたことで，もっとやってみたいという関心
が高まり，容易に次のステップに進むことができた
と考える。

表 3　「気軽にできる余暇活動（ナンプレ）」に対する取組の経過と対象者の変容結果

図 2　�ルールの説明で使用した
　　　「たて」「よこ」「しかく」の枠
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（2）Step 2（20XX 年 5 月～ 8 月）
①目標
　市販されている問題を簡単にしたナンプレに学校
生活の休憩時間に取り組む
② T 男の変容
　ルールの理解は容易ではあり，本人の意欲も高
かったが，市販のドリルでは「難しい」状況であっ
た。そのため，まずは，一人でも最後まで仕上げる
ことができること，そして，「できた」「楽しい」「ま
たやりたい」と感じることができるように，教師作
成による「ヒント付きナンプレ」（図 3）を導入した。
T 男の実態に合わせて，「ヒント付きナンプレ」には，
空欄に①→②→③のように解く順序を示す丸数字の
ヒントや，縦・横・四角のいずれの枠に注目すれば
よいかの手掛かりとなるヒントが記入してある。ヒ
ントの量やレベルの異なる内容の「ヒント付きナン
プレ」を準備することで，T 男が自分からヒントの
有無や問題の難度について選びながら取り組むこと
ができた。「次はヒントなし（のプリント）に挑戦
します」や「レベルアップ（のプリントに挑戦しま
す）」と言いながらヒント付きナンプレを何枚も仕
上げる様子が見られた。「数字が好き」「難しいけど

できた」「またやりたい」などの発言もあった。
　なお，この実践は主に数学科の時間に継続して実
施した。数学科の年間指導計画には「ナンプレ」な
どの余暇につながる指導内容が設定されているわけ
ではなかったが，数学科の授業時間において毎回 5
分間程度を「余暇タイム」として設定した。
　継続することで，数学科の時間には自分から取り
組む様子が見られたが，休憩時間に自分から取り組
む様子は見られなかった。休憩時間に退屈そうにう
ろうろする様子が見られた時には，教師から「ナン
プレをしてもいいよ」と声を掛けられて，取り組む
姿が見られるようになった。7 月には，友だちがパ
ソコンで過ごしているときや会話をしているとき
に，その様子を見て，自分からナンプレに取り組む
などの変容がみられた。
　数学科の毎回 5 分間という短時間ではあるが，教
科の学習の中にも余暇を意図した学習を位置付けた
ことで継続した取り組みにつながり，T 男にとって
は楽しさとできる自信が実感できたと考えられる。

（3）Step 3（20XX 年 9 月～）
①目標
　市販されているナンプレに，学校の休憩時間や下
校時のバスの待ち時間などに取り組む
② T 男の変容
　市販されているナンプレに抵抗なく取り組むこと
ができるように，また携帯することができるように，

「ヒント付きナンプレ」を A4 サイズから市販され
ているナンプレの大きさと同じ A6 サイズの用紙に
印刷することにした。はじめは，市販されているナ
ンプレの問題を難しいと言い抵抗を示していたが，

「ヒント付きナンプレ」の難度を徐々に上げて段階
的に取り組む中で，市販されているナンプレと同等
の問題を解くことができるようになった。
　Step 2 と同様に，数学科の時間に継続して取り組
み，自信をもつことができるようになると，自然に
休憩時間への取組へとつながった。「やりたい・で
きる」という自信があることで円滑な目標達成につ
ながったと考える。
　一方で，T 男は通学手段としてバスを利用してお
り，下校後にバス停での待ち時間が長く暇な時間に
は，以前からバス停周辺を歩き回っている課題が指
摘されていた。そのため，8 月までは，バス停で待
つのではなく，学校で音楽を聴いたり，パソコンの
ゲームをしたりしてバス時間間際までの時間を過ご図 3　ヒント付きナンプレ（※ 1）例
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していた。9 月からは教師からの促しを受けて，ナ
ンプレをして過ごす日もみられるようになった。ナ
ンプレの面白さに集中していた時期であったため，
ナンプレをして待ち時間を過ごすことが増えた。腕
時計でアラームを設定し，時刻を確認しながらナン
プレをするため，バスに乗り遅れる心配もなく，ま
た，有意義に待ち時間を過ごすことができるように
なった。
　このような学校での様子を受けて，次は，バス停
でナンプレをしながらバスを待つことを目標として
取り組んだ。教師に促されてバス停でナンプレを見
る，教師の見守りを受けてナンプレを見る，という
支援を受けた後は，バス停でナンプレを広げて楽し
むことができるようになり，バス停周辺をウロウロ
と歩きまわる危険な行動が改善した。

（4）Step 4（20XX 年 10 月～）
①目標
　市販されているナンプレ本を購入し，家庭での余
暇に取り入れる
② T 男の変容
　市販のナンプレ本を印刷して使っていたが，本人
専用のナンプレ本を購入し，バス停での利用や家庭
生活での余暇時間に活用できるようにしたいと考え
た。10 月の校外学習の機会に 100 円ショップに行
く機会があったが，ナンプレ本を自ら購入する様子
は見られなかった。教師から，ナンプレ本を購入す
ることをすすめられ，友人が購入する様子を見るこ
とで，他に選んでいたものと合わせて購入した。自
分から進んで探して購入をするには至らなかった
が，促されることで購入することができた。家庭の
様子について保護者に尋ねたが，購入したナンプレ
本を家庭で使用する報告はなかった。100 円ショッ
プで購入したナンプレ本は学校の休憩時間に使用し
た。
　ナンプレ本の問題をすべて解き終わる頃に，家族
と一緒に本屋に行き，T 男が自分の小遣いでナンプ
レ本を購入した。また，購入したその日の夜に家庭
で取り組んだと保護者から報告があった。また，翌
日からは学校にも持参した。学校では，小遣いで本
を購入したことを友達や教師から褒められて笑顔が
みられた。教師の促しがなくても，休憩時間や下校
時のバス停で活用するようになった。
　保護者からの報告では，「家庭においても自分か
らナンプレをする姿が見られるようになった。夕食

後に両親が仕事を，兄姉が勉強を始めると，T 男も
リビングでナンプレをしている」，「テレビを観て過
ごしているだけでも構わないと思っていたが，テレ
ビを観たり，ナンプレをしたりと，自分の好きなこ
とをして過ごすことのできる選択肢が増えてよかっ
た」，「自分が解いたナンプレの問題を兄に見せて自
慢することもある」，「私（母親）も教えてもらい，
一緒に解くこともあるが，（T 男の解く速さには）
かなわない」とのことであった。
　「A：平日・a：自宅で・①：ひとりで」の短時間
のすきま時間に，テレビ視聴だけではなく，ナンプ
レを行うようになった。
　校外学習で購入した本と比較して T 男が自ら購
入した本は，T 男にとって好きな時間に楽しみとし
て使いたいと考えたため，家庭での余暇活動として
位置付いたのではないかと推察される。保護者に
とっても，負担なく，望ましい過ごし方となったこ
とがうかがえる。

（5）Step 5（20XX ＋ 1 年 1 月・4 月～）
①目標
　市販されているナンプレ本を活用し，職場の休憩
時間を過ごす
② T 男の変容
　1 月に高等部 3 年生対象の就業体験期間があり，
T 男は卒業後に就労が予定されている職場での就業
体験を行った。昼休みにすることが特にない退屈な
時間があると考え，ナンプレを導入することを予定
していた。しかしながら，就業体験中は昼休みの時
間が短く，また本人の緊張感もあったため昼休みの
過ごし方に問題はみられなかった。そのため，ナン
プレを導入して昼休みの過ごし方を確認するには至
らなかった。
　しかしながら，卒業後 1 か月経過後には T 男が
昼休みに職場を歩き回るようになった。職場の担当
者から保護者に相談があり，保護者は，T 男がナン
プレを持参し，昼休みの休憩時にナンプレをして
過ごすことができるように依頼した。翌日からは T
男が日常使用しているナンプレ本を持参し，昼休み
が退屈な時間にはナンプレを解いて過ごすことで，
ウロウロと歩き回るという行動がすぐになくなっ
た。
　保護者が本人の気軽にできる余暇活動について把
握しており，適切に対応したため，職場での早急な
課題の改善につながった。
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（6）本人・保護者，職場の担当者からの聞き取り
　卒業後に T 男と保護者，職場の担当者からそれ
ぞれ聞き取った内容を次に示す。
①本人からの聞き取りより

・ナンプレは面白いので続けている
・�夜は，ナンプレをしたり，テレビを見たりして

くつろいでいる
・�100 円ショップは安いので，自分でナンプレを

買っている
・家族に教えた
・�卒業後には，職場での昼休みにもナンプレをし

ている
・�職場の方から「すごいね」とか「教えてよ」と

言われた

②家族からの聞き取りより

・年齢にふさわしい余暇につながった
・�自分の小遣いで安く買うことができるので長続

きする
・本人だけでなく，家族の余暇にもつながった
・�職場の昼休みにうろうろする課題がみられた。

食事後にナンプレをして過ごすように本人と職
場の方に話したところ，休憩室で落ち着いて過
ごせるようになった。職場の方からも安心した
といってもらっている

③職場の担当者からの聞き取りより

・�保護者の方から提案してもらった方法で本人に
注意をする必要がなくなり安心した。

・�本人も楽しそうにしているので安心した。難し
いナンプレを楽しそうにとても早く解いてい
る。凄いと思う。私たちも老化防止に役立つの
で，教えてもらおうと思っている。

　本人と家族の「やりたい（必要性・好み），できる（実
行性・ライフスタイル）」を大切にした余暇活動（ナ
ンプレ）の選択と取組が，家庭生活における余暇活
動とともに，卒業後の職場での休憩時間にも適切に
取り入れられた。職場の担当者や同僚（職場での支
援者）にとっての必要性とも一致したことによる成
果であると考えられる（表 4）。

Ⅳ．まとめ

　本研究結果から次の 3 点の重要性が示唆されたと
考える。

（1）本人・家族の「やりたい（必要性・好み），で
きる（実行性・ライフスタイル）」の視点をもと
に余暇活動の選択肢を選定すること

（2）状況と条件に応じた余暇活動の選択肢の充実を
図ること

（3）卒業後の職場での過ごし方を見据えたうえで，
学校生活時代からの余暇活動の充実と余暇活動に
関する学習を教育課程に位置付けて実施すること

　今回の実践では，本人と家族の「やりたい，でき
る（必要性，実行性，好み）」を大切にすることで，「平
日，自宅で，ひとりで」行うことをねらった実践が
自宅だけではなく，卒業後には，「職場で」の余暇
にもつながる成果が得られた。丸山（2016）が「障
害者の余暇の充実は，本来，家族や援助者の余暇の
充実と統一的に考えられる必要があろう」と述べて
いるように，「本人・家族・本人を取り巻く支援者」
の視点を考慮することが重要である。
　また，在学中から卒業後の余暇を想定し，段階的
に取り組んだことや，授業の中に時間と内容を位置
づけて継続的に実施したことも有効であったと考え
られる。
　様々な状況や条件に応じた余暇活動の選択肢を増
やすように，余暇の充実を志向した教育内容をより
多くの学校において教育活動に位置付けていくこと
が望まれるとともに今後の課題である。

表 4　�職場の方にとっての「気軽にできる余暇活動」
の意味
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